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は　じ　め　に

　近年の観光開発は高山にまでおよび，全国至るところで高山帯あるいは亜高山帯特有の自

然景観に与える影響が問題になっている。その多くは高山帯に至る自動車道路の開設によっ

て引きおこされる亜高山帯の自然林あるいは高山帯の高山植物の破壊である。わが国におけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らさコユむノ　メ　ノエリ
るこのような事例として亜高山帯では富士のスバルラインをはじめいくつかの報告がある。

一方，高山帯では自動車道あるいはロープウエイなどの開通に伴なって，高山植物のふみつ

けなど人間による直接的な影響，あるいは登山道，遊歩道などの敷設によって起る崩壊のよ

うな間接的な影響による植生の破壊が大きな問題になっている。このような破壊の質的，量

的な評価は客観的な調査にもとづいて行なわれなけれぽならないが，実際にはほとんど報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1凸2，4，8，9ン10，11）
例はみられず，近年になってようやく実態調査が直ったところである。

　著者らは1968年以降木曽駒ケ岳および乗鞍岳を主な調査地とし，人為的な環境の変化が高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むジユリ
山帯の植生におよぼす影響について種々の調査を継続しており，前報においては木曽駒ケ岳

千畳敷カール周辺の植生の現状，すなわち高山植物の種の確認ならびにその分布の概要につ
　　　　　　う
いて報告した。これらの調査と併行してこれまでの6年間にわたって千畳敷カール周辺にお

いて，人問によるふみつけが植生におよぼす影響，あるいはかって人為的に裸地化された場

所の植生の自然回復の実態などを知る目的で定置わくをいくつか設置し，毎年調査を行ない，

さきにのべたような影響を経年的に観察してきた。調査はさらに継続中であるが，これまで

の結果をとりまとめ，ここに報告する。

　なお，このような調査を遂行する際に，しばしば問題になるのはその方法論であるが，こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6，7，12）
こでは原則的には継続方形区法（Permallellt　quadrat　lnethod）に従った。しかし今回の調査

は，高山帯全般にわたる植生の遷移を論ずるのではないので，本調査の目的に合致するよう

な方法を用い，また特定の場所を選定した。

　本調査は初年度において信州大学農学部，中村健教授ならびに高橋成直助教授の協力の下

で始められたものである。また，長野営林局駒ケ根営林署および中央アルプス観光株式会社

には種々御援助を戴いた。併せてここに謝意を表する。

昭和49年4月30日受付
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調査場所および方法

　植生変化の調査は定置わくを用いて1968年越り1973年にわたって，木曽駒ケ岳高山帯の千

畳敷カールおよび極楽平の高山草原の4か所において行なった。定置ワクNo．1およびNo．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
2は千畳敷カール中部の標高約2680m地点で，第1報の第10区内にあたり，　No．1は園地と

して登山道に接し，自由に立入り出来る場所に，No．2はNo．1に接して1968年以降登山者

の立入りを禁止した保護区域内に設置した。No．3は千畳敷カール底部の標高約2610mの地

点で，第1報の第12区内にあたり，1968年以降立入り禁止した保護区域内の地点である。

No．4は標高約2850mの極楽平陵線の木曽側にあたる西向緩斜面に設けた（第1区内）。調

査場所の概略および調査地点は図一1に示すとおりである。
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Fig．1．　Map　showillg　the　areas　setting　of　per皿anent　quadrats

　　　　（No．1～No．4）in　Senlyojiki・circue，　Mt，　Kisokoma．

　定置ワクの大きさはNo。1，No．2およびNo．3はいずれも1×1mとし，これを10×10cm

のユニットに100等分した。No．4は陵線に平行に走る縦走路を横切って，陵線に直角に0．3

×30mのベルト状とし，これを0．3×1mのユニットに30等分し，さらにこれを上端から10

ユニヅトごとに3区に分け，1，∬，皿区とした。なおこれらの定置わくはいずれも調査時

以外は標識の杭のみを残してわくは取り除いた。

　調査は1968年より1973年まで毎年夏：季に1回行なったが，調査目は年度によって多少異な

った。各調査わくともわく内全種を記録し，それぞれの個体数，被度，出現ユニット数を調

査した。ただし個体数は測定誤差が大きくなる場合があると考えられたので，結果は主とし
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てユニヅト数で表わした。

調査結果および考察

　調査わくNo．1の1968年から1972年までの調査結果は表一1および図一2に示すとおりで

ある。この地点はカールの中部で，急斜面から緩斜面に移るところにあり，登山者が自由に

立入り，散策出来るところである。この附近は種数は比較的少なく，個体数も少なからたが，

いずれの種も年次が進むにつれて出現ユニット数ならびに個体数は明らかに減少している。

とくに1971年以降の減少は著しく，ミヤマアキノキリンソウなど5種は全く無くなった。そ

の中にあってミヤマキンバイの減少は比較的ゆるやかであった。この結果を種組成の相対的

割合で比較すると，1972年には1968年にくらべてミヤマキンバイの占める割合が著しく増加

したのに対し，ミヤマアキノキリンソウ，タカネヨモギ，タカネスイバの占める割合が減少

した。わく内の完全裸地のユニット数は，1968年には100ユニット中20ユニットであったも

のが，次第に増加して1972年には69ユニットに増加し，裸地化が著しく進んだことが認めら

れた。

　調査わくNo．2の1968年から1972年までの調査結果は表一2および図一3に示すとおりで

ある。この地点はNo．1の約20m下方にあり，傾斜はややゆるやかで，調査開始の年から登

山者の立入りを禁止したところである。植生はNo．1とほとんど変りないが，　No．1にはみ

Table　1．　Number　of　unit　appeared　species　in　the　permanellt　quadrat　No．1

　　　　set　on　alpine　vegetation　near　a　pathway　in　the　Senjyojiki－cirque（alt，

　　　　2680m），　from　1968－1972．　Slze　of　the　quadrat　is　1×1m．　Quadrat

　　　　contain　100　units（10×10cm）．

Species

50舘4αgoηか9αz己rθαSubsp．」θゴ≦～σαrρα

　（MIYAMAAKINOKIRINSO）
A2・’θηzゴ∫ゴα∫伽α陀θ箆5ゴ5

　（TAKANEYOMOGI）
Pθzκθ4α7z㍑2π7πz躍’勿露’α伽2μ

　（HAKUSANBOFU）
PO’θπ廊πα漁’∫Z‘解麗プαθ

　（MIYAMAKINBAI）
Rα脚御Z㍑5α08rv竃r．2ψカ。π勲3

　（MIYAMAKINPOGE＞
R襯zθ躍σが。あ㍑5

　（TAKANESUIBA）
P・砂90脚πWθツ痒而∫var．吻伽2π
　（ONTADE）

Gramineae　and　Cyperaceae
　（INE・KA・SUGE－KA）

No　vegltatlon

Date

Number　of　unit　appeard

1968

10

31

18

59

6

16

0

12

20

July　26

1969

14

29

33

63

9

9

3

20

16

Aug．13

1970

7

4

21

62

7

7

1

16

17

Sept．16

1971

0

3

5

34

0

5

4

7

6G

Aug．28

1972

0

0

6

31

0

0

0

4

69

Aug，2
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Fig．2．　Density　of　some　species　in　the

　permallent　quadrat　No．1set　on　alpine

　vegetaion　near　a　pathway　in　the　Sellj－

　yojild－circue（alt．2680m），　from　1968－19

　72．　Size　of　the　quadrat　is　1×1nユ．

　一〇一一：30あ4α90ηゴプ9σz躍θα　subsp．　Zθ∫o・

　oαゆα，一×一：君プ’θ2π魏α∫初αアzθπ∫ゴ5，

　一・一△一・一：Pθπoθ4α2～z‘22z，π㍑♂’魏伽一

　’z〃2z，　一磯一：Po’θπ孟〃α1晦’∫z‘7πz偬θ，

　and　ロー：R3耀θ認副西伽∫，

Fig，3．　Density　of　some　species　in　the　per－

　manent　quadrat　No．2　set　on　a　preser－

　vative　zone　of　alpine　vegetation　near

　the　No．1．Size　of　the　quadrat　is　1×11n，

　　○一：80鋸α90瞬gα貯θαSUbSP．♂θε0－

　cσブρα，　一×一：ル蜘毎5fα∫カzα2z82z5∫5，

　一・一△一。一：Pθzκθ4απz己2π？π2墨z励漉α・

　孟z‘2π，一鯵一：Poオθ2z媚αMαオ∫π？π2槻θ，

　and一十　　　：Rz〃ηθユ）α2・ピ！bZゼz‘5，

られなかったチングルマがあり，個体数もかなり多い。ここでは1968年以降，ユニット数お

よび個体数においてミヤマアキノキリソソウ，ミヤマキンポウゲがやや減少している以外は

ほとんど変化がないか，若干増加の傾向にあり，とくにミヤマキンバイとタカネスイパの増

加が著しい。種組成の相対的割合は，！972年には1968年にくらべてミヤマキンバイ，タカネ

スイバの占める割合が多くなり，ミヤマアキノキリンソウ，バクサンボウフウの占める割合

が減少している。完全裸地ユニット数は，1968年に5ユニットであったものが次第に減少し，

1971年以降は消滅した。

　調査わくNo．3の地点は平坦で，やや湿性の高山草原のよく発達した地形的にも安定した

場所であり，ところどころに小さな山地がみられる。なおこの場所は1968年以降立入り禁1し

となっている。この地点の1969年から1973年までの調査結果は表一3に示すとおりである。

1969年以降における各種のユニット数には変化が無いか，多少増加の傾向がみられ，とくに
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Table　2．　Number　of　unit　appeared　species　in仁he　permanent　quadrat　No．2

　　　　set　on　a　preservative　zone　of　alpille　vegetation　near　the　No．1，　from

　　　　1968－1972．　Size　of亡he（1uadrat　is　1×1m．　Quadra亡contain　100　units

　　　　（10×10cm）．

Species

30〃4αgoη疹r9αz6ブθαsubsp，　Zθゼq6αrメ｝α

　　（M正YAMAAKINOKIRINSO＞
Aプオθ2πゴ5∫α∫ゴ2～απθ735∫∫

　　（TAKANEYOMOGI）
Pθzκ84α2zz‘？π77zπz孟勿f甜αオz〃π

　　（HAKUSANBOFU）
G8πηzメ，θ2z∫αρθオαZz¢η3

　　（CHINGURUMA＞
Poオθ7z廊♂」αハ4ヒ拡∫z6ητz〃・αθ

　　（MIYAMAKINBAI）
Rα脚置0ぬ3αcθ7『var．．吻ραz加5

　　（MIYAMAKINPOGE）
R祝ηz8∬α擁∫bZ謡3

　　（TAKANESUIBA）
Po♂ツ90紹解卿8圃。観var．αZ勿～麗2π
　　（ONTADE）

Gramineae　and　Cyperaceae
　　（INE・KA。SUGE－KA＞

㌧ No　vegetation

Date

Number　of　unit　appeard

1968

37

41

38

6

35

26

9

0

37

5

July　26

1969

38

49

41

8

50

8

14

1

38

3

July　28

1970

39

38

39

5

61

0

18

2

39

2

Sept．16

1971

33

47

38

8

69

16

6

2

21

0

Aug．28

1972

32

50

39

9

86

23

22

1

46

0

Aug．2
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Fig．4．　Comparison　of　vegetational　cover　area　in　1973

　with　1968　in　the　permanent　quadrat　No．3set　on

　alpine　vegetation　near　a　bottom　of　the　Selllyoliki－

　cirque（alt，　2610m），　Size　of　the　quadrat　is　1×1m．

㊥・V・g・t・ti・n・1・・ver　a・ea　i。1968　and　1973，

　（）・ba・el・・di・1968，（つ・b・・elandi。1973，

　⑫・area　th・t　was　c・vered　with　v・g・t・ti・n・fter

　　1968a・d㊥・area　th・t　w・・n副y　bared・m・。g

　　1968　to　1973，

ミヤマリンドウ，チングルマ，イネ

科，スゲ科の増加が著しい。なおウ

メバチソウやクロユリなどは年次に

よって増減の傾向が一定でないが，

このことは，これらの種の生育期間

の関係で年によって調査時にすでに

枯死していたり，未だ繭干していな

かったりしたためと考えられる。な

お種組成の相対的割合は1973年には

1969年にくらべてミツバオウレンの

割合が増加し，ムカゴトラノオの割

合が減少しているが，その他では大

きな変化は見られなかった。完全裸

地のユニット数は1969年に5ユニッ

トであったものが，1973年には1ユ

ニットに減少した。なお1968年7月

26日と1973年7月25日の植被の状況
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Table　3．　Number　of　unit　appeared　species　in　the　permanent　quadrat　No．3set　on

　　　　alpiHe　vegetation　near　a　bottom　of　the　Senlyojiki・cirque（a正t，2610m），

　　　　from　19694973．　Size　of　the　quadrat　is　1×1　m．　Quadrat　contain　100

　　　　units（10×10　cm）．

Species

8・Z蜘9・窃rgαπブθαsω⊃sp．　Zθε・2α吻

　　（MIYAMAAKINOKIRINSO）
Gθ2z彦げα7zα7zψカ022∫cα　一

　　（MIYAMARINDO）
5ん0グ距α30♂4α2Zθ〃0’4θ∫

　　（IWAKAGAMI）
Pθ㍑oθ4α7zz〃η”z泌孟加ゴオ彪顔2π

　　（HAKUSANBOFU）
V∫o♂α房πorα

　　（K：IBANANOKOMANOTSUME）
PO≠82漉♂1αMα’5π解㍑rαθ

　　（MIYAMAKINBAI＞
Gθz〃πカθ2zオαρ8オβ伽2π

　　（CHINGURUMA）
Pσrπα∬ゴα少α1z‘5診プf死

　　（UMEBACHISO）
Coμガ∫痂ノ協く…

　（MITSUBAOREN）
Po♂lygoπηzη勿ψαrz‘η3　一

　　（MUKAGOTORANO）
Fr鉱μ♂αガασαηπ50hαオ。θη5∫∫

　　（KUROYURI）
v81・α’プ麗ηz　5言α”z∫7昭z4フπ

　　（KOBAIKEISO）

地♂02～ガ。躍ゴ5q戸6漉α距5

　　（SYOJYOBAKAMA）
Gramilleae　and　Cyperaceae
　　（INE－KA。SUGE・1（A）

No　vegetation

Date

1969

9

10

71

28

40

65

42

2

16

67

36

2

3

8

5

July　28

Number　of　unit　appeard

　　　　撃
・97・1・97・

4

1・97211973

21

69

23

24

69

38

2

54

33

0

0

1

21

7

26

75

30

50

72

57

9

55

60

16

0

2

18

7

25

80

26

41

74

50

0

46

71

47

1

3

30

し 11

27

78

27

46

77

59

0

48

60

43

5

Sept．　16

1

0

Aug．28

3

25

i ・i 1

｝A・副J・ly　25

は図一4に示すとおりである。両年で裸地の位置が多少変化しているが，調査日はほとんど

異らないので，1m2中の両年の植被面積を比較してみると，1968年は約0．66m2であったの

に対し，1973年は約0．86m2で，この5年間に11n2当り約0．20m2増加したことになる。

　定置わくNo．4は極楽平の陵線西斜面に，陵線に直角に設けたものであるが，ここには第

1報にも示したとおり，木曽駒ケ岳特産種のヒメウスユキソウを始め，ハハコヨモギ，チヨ

ウノスヶソウなどが疎生している。陵線近くに宝剣岳から空木岳方面への縦走登山道が通っ

ているが，1973年現在立入りは禁止されていない。1968年から1973年にわたる調査結果を表

一4に示す。全ユニット中，各種の出現ユニット数をみると，1968年から1973年までの間に

増加したものはなく，出現ユニット数の少ないものを除いてほとんど変化のなかったものは

イネ科およびスゲ科で，その他はいずれも減少の傾向を示し，とくにヒメウスユキソウ，チ
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シマギキ。ウ，タカネスミレは1973年間は1968年の約60％程度に減少している。この30ユニ

ットを登山道の通過している上端（東）から10ユニットずつ3区に分け，上より1区，：II区，

皿区とした場合，いずれの種も調査第1年目（1968）において1区，∬区，皿区の順に出現

ユニット数が多くなっていた。これを各区ごとに年次を追って変化をみると，道から最も離

れた皿区ではほとんどの種でユニット数に変化がないか，やや増加の傾向を示している。こ

れに対し，登山道の通過している1区ではすべての種が著しく減少した。このうちヒメウス

ユキソウは1968年に3ユニットに出現していたが，1973年には1ユニットに，ハハコヨモギ

は3ユニットが0ユニットに，チシマギキョウは3ユニッ1・が1ユニットに，またタカネス

ミレは3ユニットが0ユニットにそれぞれ減少あるいは消滅した。また緩小灌木類のコパノ

クロマメノキおよびイワウメについても1968年にはそれぞれ2コ・ニットがみられたが，1973

年には全く無くなっていた。これらに対しミヤマキンバイ，タカネツメクサ，スゲ科，イネ

科などの減少は比較的少なかった。∬区は1区と皿区の中間的な値を示しているが，ヒメウ

スユキソウの減少は著しく，6ユニットから1ユニットに低下した。またイネ科およびスゲ

科植物は1区および皿区で減少しているにもかかわらず，∬区ではわずかながら増加した。

　これら種組成の相対的割合をみると，まず位置間の比較では1区は皿区に対して1968年置

はハハコヨモギ，タカネスミレが多く，コバノクロマメノキが少なかったが，1973年ではミ

ヤマキンバイ，タカネツメクサ，イネ科およびスゲ科が相対的に多くなり，ヒメウスユキソ

ウ，ハハコヨモギ，コバノクロマメノキ，イワウメ，チシマギキョウなどが減少した。つぎ
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に年次間の変化をみると，住区では年次間に種の出現するユニット数の相対的割合にはほと

んど変化はみられなかったが，工区では1973年には1968年にくらべてミヤマキンバイ，タカ

ネツメクサ，イネ科，スゲ科の占める割合が増加し，ハハコヨモギ，コバノクロマメノキ，

イワウメ，タカネスミレなどの割合が減少した。全ユニットでは，ヒメウスユキソウ，ハハ

コヨモギ，イワウメなどの占める割合が減少したが，ミヤマキンバイ，タカネツメクサ，イ

ネ科，スゲ科の割合は増加した。

　No．4における完全裸地ユニットは30ユニット中1968年に3ユニットであったものが1971

年には4ユニットに，1972年には5ユニットに，そして1973年には6ユニットに増加した。

しかもこれら裸地ユニットはすべて1区の10ユニット中に集中してみられた。

　以上木曽駒ケ岳千畳敷カールならびに極楽平における定置わく内植生の経年変化をのべた

が，本来この調査目的からすれば，個体数で表わしたほうがよいと思われる。しかし個体数

測定の際にかなりの誤差を伴なうのでここでは種別の出現ユニット数で示した。個体数とユ

ニット数との関係については現在別に調査・検討中であるが，種によって多少の相違はある

が，両者間にほぼ比例関係のあることを認めている。また，定置わくの大きさ，数には多少

問題もあるが，毎年継続的に調査しているので，変化の傾向を伺うためにほ一応妥当と考え

られる。

　以．との点を考慮したうえで本調査結果をみると，千畳敷カール地域ではロープウェー開設

の翌年に当る1968年以降立入り禁止となったNo．2およびNo．3の定置わくでは，植被が徐

々に増加しているのがみられた。とくにNo。3ワクでは職員が1m2中に0．34m2あったもの

が5年間で0．14m2に減少するのがみられた。この裸地はおそらくロープウユー開設以前に

幕営地とされたために人為的に生じたものではないかと思われるが，確かなことは不明であ

る。これに対し登山道横の鼓。．1わくでは心延の顕著な減少がみられた。この減少は登山者

が直接立入るための影響よりも，登山者が増加したために，この地点より上の急斜面の登山

道が拡げられ，その結果土砂の流入が激しくなって埋められた形跡が強く，この影響による

ものと思われる。定置わくNo．4のある極楽平は千畳敷カールとは環境が異り，前轍8）にも示

したように植生もカール内とは異っている。ここに登山道が通過しているが，従来登山者の

通過は少なかった。ロープウェー完成後も千畳敷カールから宝剣岳へかけての観光客の数に

くらべると，ここを訪れる人員ははるかに少ない。しかし毎年次第にその数は増加している。

ここでは，ロープウェー開設の翌年に当る1968年の調査で，登1」」道の通過している陵線に近

いところで植物が少なく，登山道から離れた斜面下部の方で植物が多かったのは，登山道を

通過する人の影響か，地形的な影響かその断定はむずかしいが，その後の変化をみた結果に

おいて，登山道より離れた中区でその後の5年間，植物数にほとんど変化がみられないのに

対し，登山道附近で明確な減少がみられるのは，恐らく登山者の数の増加によるものと考え

られる。とくに，1970年以降における植物の減少は著しく，これとは逆に忌地が増加してき

ている。このように裸地化しつつあるところでは，ミヤマキンバイ，タカネツメクサ，イネ

科，スゲ科の占める割合が相対的に高くなっているのがみられたが，このことは，これらの

種が人間によるふみつけあるいは裸地化に対して比較的抵抗性があるものとみられる。ミヤ

マキンバイ，イネ科，スゲ科は早早化の激しいNo．1わくにおいても比較的抵抗性があるの

がみられた。いずれにしても重要なことはここにはさきにも述べたように，ヒメウスユキソ
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ウ，ハハコヨモギ，チョウノスケソウなどの貴重な植物が生育しているが，これらの種がこ

の附近で近年急速に減少しているのが，6年間にわたる本調査の結果明らかとなったことで

ある。

　以上，木曽駒ケ岳千畳敷カール周辺における高山植物の植生におよぼす人為の影響につい

てのべた。定置わくの設置方法など今後検討すべき問題は多々あるが，直接的な人間のふみ

つけ，あるいは登山道敷設などによって二次的に生ずる流水路の形成や，土砂石の浸蝕およ

び流入などによって高山植物はいちじるしく減少しつつあることが認められた。一方，一度

人為的に裸地化された場合には，たとえ立入り禁止などの保護手段を加えても植生の回復は

非常におそい事実も毎年の経続的調査によって明らかになった。わが国におけるこのような
　　　　ユらユの
調査は内藤が蔵王山において1971年から1972年にかけて行ったものがあり，その結果による

と，人のふみつけにより土壌の状態は著しく変化し，裸地化が急速に進んでいることを報告

している。

　これらの点より，高山植物の保護にはこのような調査を長期にわたって経賊する必要があ

ると同時に，繁殖様式の実態などについても明らかにして行かな：けれぽならない。今回の調

査から高山帯での人間の活動の影響は大きく，その回復には長時日を要することが明らかに

示された。したがって高山植生の保全。保護の立場から高山帯における入間の活動には十分

な留意が必要である。

商手 要

　木曽駒ケ岳千畳敷カールおよび極楽平において，ロープウェー開設に伴う登山者数の激増，

ならびに立入り禁止による保護が，高山植生に与える影響を知る目的で，4か所に定置わく

を設け，ロープウェー開設翌年の1968年から1973年にかけて植生の年次変化を調べた。

　その結果，’千畳敷カール中部の登山道附近の定置わくでは，それより上部の急斜面の登山

道の拡幅ならびに登山者数の増加による土砂の流入あるいはふみつけなどによって植生の著

しい減少がみられたが，これに近い立入り禁止地域内の定置わくでは，植生の減少はみられ

なかった。また立入り禁止のカール底部の安定した草原では，徐々に植生の増加，車地面積

の減少がみられた。

　一方千畳敷カールとは環境の異る極楽平では，登山道附近で近年著しい個体数の減少と母

地の増加が認められた。この減少の著しい植物の中には木曽駒ケ岳特産種のヒメウスユキソ

ウを始め，ハハコヨモギ，チシマギキョウなどが含まれている。
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             The Ecological Studies of Alpine Plants

        Ⅱ. The Vegetational Change in a Alpine Zone Caused by

                          Human Disturbance

                          By Akio UJIHARA

Laboratory of Crop Science and Plant Breeding, Fac. Agric., Shinshu Univ. and

                              Yasushi SANO

   Laboratory of OIericulture and Floriculture, Fac. Agric., Shinshu Univ.

                                   Summary

    In order to examine the influence of disturbance by hnman upon alpine vegetation

of Mt. Kisokoma, permanent quadrats have been set around Senjyojiki-circue since 1968,

    Four quadrats were set on the points shown in Figure 1. Size of the quadrats used

were 1×1m with 100 units of 10×10 cm in station No. 1, 2and 3and O.3×30m with

30 units of O.3×1m ln station No. 4.

    The results obtained are as follows ;remarkable decrease in numbers were recognized

in some alpine plants, e. g. Solidago virgaurea subsp. Ieiocarpa, Artenzisia sinanensis,

Peucedanum multiwittatum and Rume c arifolizts in the No. 1 quadrat and Leontopodium

shinanense and Ariemisia gJomerata in the No. 4, which were set on near pathway

(Figure 2 and Table 4). And also, increased tendency of the numbrer of bare land unit

was recognized with progressing the year (Table 1).

    On some species such as Pote?ztigla Matsumurae, Minuartia hondoensis and grasses,

which decreased its number in the quadrats near pathway was progressed slightly compa-

red with other species. It may be suggested that these species have tolerance to bared

land.

    In No. 2 and No. 3 quadrats set on the conservative zone, on the contrary,rema-

rkable vegetational change was not reeognized, and numbers of bare land unit deereased

with progressing the year (Figure 3, 4 and Table 2, 3).

    From the result obtained above, it is clear that the alpine vegetation is influenced

considerably by human disturbance.

Jour. Fac. Agric., Shinshu Univ. Vol.11 No.1 Jun., 1974


